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【かねやまハウスの皆さん】 

 

 

 

 

 

  

Ｎｏ.１１３ 

2020・２ 

◆令和元年度 事業所協議会 全国研修大会・静岡大会が開催されました 

◆北欧（スウェーデン・フィンランド）福祉事情視察報告【第３回】 

全国の事業所から 

（特非）すぎのこハウス 

かねやまハウス 

≪山形県 最上郡 金山町≫ 

 

 

  

 

今号では 
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Ｎｏ.１１３ ２０２０年２月発行 

３ 

 

令和元年度 第４回運営委員会を静岡で行いました 

４ 

 

令和元年度 全国手をつなぐ育成会連合会 事業所協議会 

全国研修大会・静岡大会が開催されました 

６ 

 

北欧（スウェーデン・フィンランド）福祉事情視察報告 

【第３回】 

８ 

 

全国の事業所から 

かねやまハウス（山形県 最上郡 金山町） 

1０ 

 

編集後記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次回の全国研修大会は大阪市で開催します 

１月２５日（土）には、令和元年度の事業所協議会 全国研修

大会・静岡大会が盛会のうちに終了しました。 

次回の全国研修大会は、大阪市が担当することになっていま

す。 

日程は、令和３年２月２７日（土）・２８日（日）の２日間で

の開催を予定しています。 

 大阪には、見どころ満載の場所や美味しい食べ物もたくさん

あります。 

全国からの多くの皆さんのお越しをお待ちしています。 
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全国研修大会を翌日に控えた１月２４日に静岡県作業所連合会・わの会議室をお借

りして、今年度第４回目となる運営委員会を開きました。 

今回の運営委員会では以下の内容について協議いたしました。 

① 全国事業所協議会の今後の方向性について 

・全国手をつなぐ育成会連合会が、令和２年４月（予定）に一般社団法人格を

取得するにあたり、全国事業所協議会の位置づけと連合会との関係性につい

て確認をしました。 

② 令和２年度全国事業所協議会事業計画（案）について 

③ 令和２年度全国事業所協議会予算（案）について 

④ 令和元年度全国事業所協議会補正予算（仮決算）について 

⑤ 令和元年度全国研修大会・静岡大会当日の流れについて 

⑥ 事業所協議会ニュースについて 

・１１２号（発行済）と１１３号（今号）の進捗状況の確認を行いました。  

・１１４号（３月に発行予定）と１１５号（４月に発行予定）の紙面構成の情

の情報共有をしました。 

⑦ その他 

・令和２年度全国研修大会・大阪市大会 

（事業所協議会事務局長 石川 明博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 第４回運営委員会を静岡で 
行いました 
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１月２５日（土）に２００名を超える参加者が集い、静岡商工会議所静岡事務所に

て『令和元年度 全国手をつなぐ育成会連合会 事業所協議会 全国研修大会 静岡大会

～作業所の未来を地方から切り開く 静岡フォーラム２０２０～』を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前中の行政説明では、厚生労働省 障害福祉課 課長補佐 米澤 祐介 氏をお招き

し、我が国が置かれている少子高齢化に伴う生産人口の減少が社会保障全体に与える

影響を踏まえたうえで、今後の政策の方向性について説明いただき理解を深めました。 

午後の研究報告では、国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 研究員 岡田 裕樹 

氏をお迎えし、事業所・地域（障がい当事者・家族含む）・行政への調査結果をもと

に、地域特性や状態像の変化に対応した当事者主体の事業所運営の指針となるべく作

成された「就労継続支援Ｂ型・生活介護事業のガイドライン案」及び「自己点検チェ

ックツール案」について報告いただき、参加事業所の内発的なサービスの質向上に対

し啓蒙を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【大会式典での久保会長のごあいさつ】 

 
【のぞみの園 岡田氏からの研究報告】 

令和元年度 全国手をつなぐ育成会連合会 
事業所協議会 全国研修大会・静岡大会が 
開催されました 
行いました 
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次のシンポジウムでは、全国各地より招いたシンポジストを中心に会場も交え、主

に下記の２点を中心に意見交換を重ね、今後の障害者福祉施策へ警鐘を鳴らしました。 

① 特別支援教育を含め、あまりにも「はたらく」事に偏重し過ぎではないか？ 

② 障がい当事者のライフステージに応じた社会・人生経験は、事業所・地域・行

政が制度に捉われるあまり一層貧しくなっている。そのような現状において、

意思決定支援の仕組み化を進めるのは非常に危ういのではないか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会の結びに大会アピールの採択を通じ、共生社会の実現に向け事業所が地域の生

活拠点として在り続けることを改めて決意し終えました。 

お集まりいただいた皆さま、またご協賛・ご後援いただいた関係団体の皆さまのお

かげで、大変盛況な会となりましたこと、紙面をお借りしてお礼申しあげます。 

（東海北陸ブロック運営委員 遠藤 洋輔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【シンポジウムの様子】 
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１１月に実施した全国手をつなぐ育成会連合会事業所協議会の北欧福祉事情視察

について、参加された方のうち１２月号で２名、１月号で１名の報告を掲載しており、

今号では第３回として、４人目の方からの報告を掲載いたします。 

 

 

 

昨年１１月、全国事業所協議会の北欧視察研修に参加させていただきました。 

スウェーデンとフィンランドを訪問して、北欧の福祉についてたくさんのことを学

びましたが、今回は、特に印象的だったフィンランドでのエピソードを３つピックア

ップしました。フィンランドは私の大好きな国のひとつになりました。 

①【あたたかい雰囲気と抜群の心地よさ】 

訪問先で、みなさんの笑顔での出迎えに安

心感がありました。 

シャイで日本人と少し似ている国民性だと

お聞きし、親しみも感じました。 

手芸のデイ活動の場の『カプッシ』を訪れ

た時の利用者の女性が印象的でした。日本が

とても好きで、カタカナで書かれた手作りの

名札や“歓迎！”の看板を作ってくださって

いたのです。「手芸の作品は自分で考え相談し

ながら作り、人間関係も学んでいる」と発表

してくれ、のびのびとした様子に日頃からの

スタッフとの対等で親密な関係性が推測でき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【おもてなしの看板】 

 
【『カプッシ』での見学の様子】 

 
【日本が大好きな利用者】 

北欧視察に参加して（その４） 

北欧（スウェーデン・フィンランド）福祉事情視察 

報告【第３回】 
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②【生活の中の当たり前の福祉】 

バスの運転士さんがボランティアで後見人を務めていることや、障がいのある方や

高齢の方が本人のペースでレジ清算ができるお店の存在をお聞きして、福祉の考えや

実践が生活に根付いている実感を持ちました。 

ホテルのサウナでは、楽しそうに話す３人の女性が私に“温度をあげる？”と身振

りをして調節してくださる出来事がありました。自然なやさしさに触れ、とても幸せ

な気持ちになったことを覚えています。「また来たい、いつしかサウナで語り合い、

様々な視点を知ることができたらいいなぁ� 」とひそかな野望が芽生えた瞬間でした。 

③【ひとりひとりちがうことの認識】 

保育の現場では幼少の頃からそれぞれが違うことを伝えており、周囲は本人の気持

ちを聞く姿勢を大切にしていると、ガイドのヒルトゥネン久美子さんからお聞きしま

した。“当たり前に個々が違う認識”を育て、自然に個人を尊重できる土壌作りにつ

ながります。 

良い例が公共施設の図書館です。

近代的な素敵な螺旋階段の壁には

“乳児”や“ホームレス”、“妖怪”、

“おばけ”など沢山の単語が描かれ

ていました。『どんな人でも利用がで

きる』権利があり、それがデザイン

性高く、明記されているのです。 

じわじわと感じるあたたかな空気

感は、“文化や背景としての個の認識”

が“当たり前にある”からなのだと

体感しました。また是非訪れて１日

のんびり過ごしたいです。 

最後に、視察旅行の団長をされていた松﨑委員長さんのつぶやきの感想で終わりま

す。「スウェーデンの障害福祉はちゃんとしていて立派だけれど、日本はそれぞれの

事業所に任されていて自由度が高いから、日本の方が面白いなあ」と・・・。 

確かに日本の各法人・事業所の成り立ちとして、制度やサービスがない時代に利用

者本人やご家族の声をかたちにするために、手弁当でたちあげてきたヒストリーをよ

く耳にします。その理由やニーズにより特色や方針の多様性が形成されて、画一され

てないが故に、様々なあり方がうまれています。行政主導でなく能動的に作り上げて

きた軌跡は日本だからこそあり、将来的に進化していける可能性を秘めているのだな

あと再認識した一言でした。 

制度は今後に期待しつつ、みなさんの『愛と心意気』をエネルギーに、これからも

日本の福祉に楽しく携わっていくことができそうです。 

全国の福祉関係の素敵なみなさんと、北欧の文化を体感できる貴重な機会を頂けま

したこと、関係者の方々に心より感謝を申し上げます。 

（静岡県 社会福祉法人ひかりの園 相談支援事業所まど 鈴木 朋美） 

 
【螺旋階段に書かれていた単語】 
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かねやまハウス〔特定非営利活動法人すぎのこハウス〕 

（山形県 最上郡 金山町） 

「すぎのこハウス」の従たる事業所の『かねやまハウス』は、山形県の最北端、秋

田県との県境に位置する水清き四季奏でる町 金山（かねやま）にあります。 

養護学校卒業後の進路先を作るため、金山町手をつなぐ親の会（現育成会）の方々

が開設したのが平成１４年（２００２年）４月でした。小規模作業所「かねやまハウ

ス」として、利用者５名、職員２名のアットホームな作業所でスタートしました。 

障害者自立支援法に伴い新庄市にある「すぎのこハウス」と共にＮＰＯ法人を取得

し、平成１９年（２００７年）に「すぎのこハウス」の従たる事業所として再スター

トしました。 

「かねやまハウス」は就労継続支援Ｂ型と生活介護の多機能型の事業所です。開設

当初から昨年度までは、金山杉のログハウス調のワンフロア―の建物で約１７年作業

をしてきました。しかし、利用者さん、職員も増えて手狭になったことから町に協議

をしたところ、旧保育園舎を町のご厚意によりきれいにリノベーションしていただき

無償でお借りすることとなり、平成３１年（２０１９年）４月に移転することができ

ました。 

引っ越しの際には町の職員の方々がボランティアでお手伝いしてくださいました。

移転に伴う開所式は町長様はじめ議員の皆様、そして金山町手をつなぐ育成会の皆様

のご臨席を賜り盛大に式典を開催することが出来ました。現在は広々としたスペース

で一人一人の個性を活かし、のびのびと過ごすことができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な作業は、お菓子作り・リサイクル作業・小物作り・ニラ選別作業（農福連携で

夏季のみ）です。 

お菓子は山形県福祉施設ふれあいショップとして楽天でネット販売しています。是

非お買い求めください。（https://item.rakuten.co.jp/yamafuku1/c/0000000118/） 

 
【新しくなった事業所】 

 

https://item.rakuten.co.jp/yamafuku1/c/0000000118/
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無添加ですので、お子様からご高

齢の方まで安心してお召し上がりい

ただける商品となっております。 

また、地元で開催されるイベント

時には、金山町手をつなぐ育成会の

皆様と共に販売ブースを設け菓子や

小物、バザーなどを行っています。

「かねやまハウス」にとって育成会

はなくてはならない存在であり常に

隣で見守っていただいています。 

これからも地域に根差し、みんなに愛され、見守っていただけるような「かねやま

ハウス」でありたいと思っております。 

（特定非営利活動法人 すぎのこハウス かねやまハウス 所長 須藤 克子） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【シール貼りの作業】 

 

 
【リサイクルの分別作業】 

 
【事業所で作っているお菓子】 
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新型コロナウィルス感染に注意を！ 

年明けから早２か月が経とうとしていますが、世界が思わぬ事態に直面。この１か

月で世界中が新型コロナウィルスに飲み込まれています。東京では５００人以上集ま

るようなイベントは中止するよう都知事から勧告が出され、のんびりしてはいられな

くなってきました。育成会ではイベントも会合もほぼ中止。日に日に感染が広がって

いますが何もできない歯がゆさ。しかし一歩間違えば差別事件まで起きかねません。 

昨年１１月に北欧視察研修を行いましたが、この時の縁でフィンランドからの教育

関係使節団が来日し、障害者施設も見学することになっていました。フィンランドで

案内役をしていただいたヒルトゥネン久美子さんがコーディネートしたもので、依頼

を受けて東京都中央区の東京都育成会受託の施設を予定に組んだのですが残念ながら

来日中止に。私の法人でも３月のイベントや外に出かける社会見学など中止としてい

ます。１月の静岡での研修大会もそうですが、つい２週間前は東京の協議会で箱根研

修会を終えたばかりです。研修会を無事終えてよかったと思いつつ、そんなことを喜

ぶ話では済まない事態にこれ以上ならないよう祈るばかりです。 

障害者施設や高齢者施設に感染が広がれば大変なことになります。感染しないよう

最大の注意と冷静な対応をお願いします。事業所協議会としても支援を考えたいと思

います。終息を願っています。 

（関東甲信越ブロック 松﨑 伸一） 
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